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Stage5 表現可能なビジュアルイメージに高まった  
Stage4 良いアイデアがひらめいた  
Stage3 試行錯誤を始めた  
Stage2 何となく方向が見え始めた  
Stage1 何を表現するか全く思いつかない  
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４．実践報告 
















ら木粘土の特性を実感できるようにした。                     
②イメージを膨らませる会話と共有の場  
「昔から沖縄にはキジムナーという木の精霊が
いて，子どもだけに姿が見えるそうだよ。」      
 
 

























実践事例Ⅰ『おどろきとどろきキジムナー～木粘土との出会い』 小学校第１学年 32名 
実践事例Ⅱ『土ねんど 大へんしん！』 小学校第２学年 32名（共同製作） 
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
導入 試行 試行 着想 製作 鑑賞１ 鑑賞２


































































































作品のフォルムを引き立てる効果が高い。         
実践事例Ⅲ『抽象彫刻への道～石塑像粘土を使って』 小学校高学年（複式学級）16名 
 
























































































（１）発想マトリクスⅣ（全 5 時間扱い） 
（４）児童作品より            
































合わせて小作品を試作する時間を設けた。                  
実践事例Ⅳ『もう一つのピレネーの城～似て非なる別世界』 中学校２年生 39名 
①
導入 試行 鑑賞 制作１ 交流 制作２ 交流 自己評価 相互鑑賞






















































































































く感じられる。         












実践事例Ⅴ『○○スタイルで大変身～作家研究を通して』 中学校 2 年生 40 名 
②③ ⑤⑥ ⑦ ⑧ ⑨






























































































①  導入：素材との出会い  
②  試行１：まるめる，のばす  
③  試行２：つつむ，ねじる，くっつける  
④  着想：キジムナ―の話を聞く  
⑤  製作：キジムナーをつくる  
⑥  鑑賞１：作品に名前をつける  



















①  導入１：課題との出会い  
②  導入２：素材（土粘土）との出会い  
③  導入３：仲間の思いとの出会い  
④  導入４：グループでのイメージづくり  
⑤  製作１：個別の試行錯誤  
⑥  製作２：用具を使った試行錯誤  
⑦  鑑賞１：グループ内の作品鑑賞  
⑧  鑑賞２：他グループの作品鑑賞  
⑨  鑑賞３：教師による紹介  
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①  鑑賞１（導入）：抽象彫刻との出会い  
②  試行１：油粘土による試作  
③  着想：アプローチ A（具体→焦点化）  
④  着想：アプローチ B（抽象→具体化）  
⑤  製作１：素材との出会い  
⑥  製作２：塑像（もとになるフォルム）  
⑦  鑑賞２：製作途中の相互鑑賞   


















Q 発想やひらめきが生まれたのはどんな時？  
①  導入１（鑑賞）：マグリットとの出会い  
②  導入１：課題との出会い  
③  着想１：シュルレアリスムの理解  
④  着想：イメージシート制作  
⑤  取材：素材となる写真探し  
⑥  制作：小作品→提出作品  



















Q 表現方法が心に浮かんだのはどんな時？  
①  導入：課題との出会い  
②  調査：作家に関する情報収集  
③  構想：作家研究レポートの作成  
④  交流１：レポートの交流  
⑤  構想：アイデアスケッチの作成  
⑥  試作１：下絵の制作（試し描き）  
⑦  交流２：作品の構想の交流   
⑧  試作２：材料，用具との出会い  
⑨  制作：本作品の制作  
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平成 16~18 年度 . 
3)広島大学附属東雲小学校，『教育研究初等教
育』，天野紳一，「鑑賞リテラシーを高める指






























A Examination about Course-specific Ability on the Subjects in the Course of Arts and Crafts and Arts. 
- Through the Visualization of Idea Processes. - 
 
We practiced lessons on elementary school children and junior high school students, and tried this 
visualization of ideas process on painting and stereoscopic expression. We did this research so that we 
could explore effective lesson plans and methods to raise "ability to create ideas and concepts."    
We got some findings about the differences in how the ideas spread in the developmental stage and 
various factors that influence ideas (appreciation, materials, tools, collaborative learning etc.). This 
analysis based on the matrix table with the horizontal axis of the learning process and the vertical axis of 
the elements that inspire ideas (elements related to the characteristics of the material and skill elements), 
and the examination of the methods focused on encouraging the ideas, and the follow-up observation 
using portfolios, and the analysis of self-evaluation questionnaires conducted individually. 
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